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VII. 自己分析のための DB  
VIII. おわりに－DB分析の教えるもの 
 
I. はじめに － 現象化のための実践教育の必要性について 
 
Maurice Merleau-Pontyは「人間のうちなる形而上学（Le Métaphysique dans l’Homme ，







































































































視聴日 開始時刻 終了時刻 視聴場所 理由 評価コード 
番組名 ジャンル名 製作局    
同伴日 同伴者     













曜日 時間帯 視聴時間 視聴場所 理由 評価コード 
番組名 ジャンル名 製作局    
同伴者      








2. 何処で，  














































いつ 場所 番組 理由 同伴者 出演者 
 
3. 2項の組み合わせ 
いつ-場所 いつ-番組 いつ-理由 いつ-同伴者 いつ-出演者 
 場所-番組 場所-理由 場所-同伴者 場所-出演者 
  番組-理由 番組-同伴者 番組-出演者 
   理由-同伴者 理由-出演者 
    同伴-出演者 
 
4. 3項の組み合わせ 
いつ-場所-番組 いつ-場所-理由 いつ-場所-同伴者 いつ-場所-出演者 
 いつ-番組-理由 いつ-番組-同伴者 いつ-番組-出演者 
  いつ-理由-同伴者 いつ-理由-出演者 
   いつ-同伴者-出演者 
 場所-番組-理由 場所-番組-同伴者 場所-番組-出演者 
  場所-理由-同伴者 場所-理由-出演者 
   場所-同伴者-出演者 
  番組-理由-同伴者 番組-理由-出演者 
   番組-同伴者-出演者 
   理由-同伴者-出演者 
 
5. 4項の組み合わせ 
いつ-場所-番組-理由 いつ-場所-番組-同伴者 いつ-場所-番組-出演者 
 いつ-場所-理由-同伴者 いつ-場所-理由-出演者 
  いつ-場所-同伴者-出演者 
 いつ-番組-理由-同伴者 いつ-番組-理由-出演者 
  いつ-番組-同伴者-出演者 
  いつ-理由-同伴者-出演者 
 場所-番組-理由-同伴者 場所-番組-理由-出演者 
  場所-番組-同伴者-出演者 
  場所-理由-同伴者-出演者 



























































































1. [いつ]-[理由-場所-番組-同伴者-出演者]  
こうした理由で，こうした場所で，こうした同伴者たちと，こうした出演者の出る，
こうした番組を見るのは，何曜日のどの時間帯デアルか． 
2. [理由]-[いつ-場所-番組-同伴者-出演者]  
何曜日のどの時間帯に，この場所で，こうした人たちと一緒に，こうした人たちの出
る，こうした番組を見るのは，どのような理由デアルか． 
3. [場所]-[いつ-理由-番組-同伴者-出演者]  
何曜日のどの時間帯に，こうした理由で，こうした人たちと一緒に，こうした人たち
の出る，こうした番組を見るのは，何処デアルか． 
4. [番組]-[いつ-理由-場所-同伴者-出演者]  
何曜日のどの時間帯に，こうした理由で，こうした場所で，こうした人たちと一緒に
見る，こうした人たちの出る番組とは，何デアルか． 
5. [同伴者]-[いつ-理由-場所-番組-出演者]  
何曜日のどの時間帯に，こうした理由で，こうした場所で，こうした人たちの出る番
組は，誰と同伴スルのか． 
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N1: Self-realisation! 
H1: The higher the Self-realisation attained by anyone, the broader and deeper the 
identification with others. 
H2: The higher the level of Self-realisation attained by anyone, the more its further 
increase depends upon the Self-realisation of others. 
H3: Complete Self-realisation of anyone depends on that of all. 
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Ecofeminist である Ariel Salleh の立場から，生態学的現象論の立場を再確認したもので
























これは 1 回の業務に関して，1 つの記録を残そうとする原則である．同じ記録の重複を
防いで，表を業務の集合として表すために必要になる，この原則によって，関係代数が
非常に単純化される．実際には，データベース管理システムに，予め，幾つかの項目（候
補キー）を指定しておき，その一連の項目が同一であるデータが再度入力された時には，
それを排除するような仕組みを作っている．各表で，候補キーに組み込まれた項目を主
キーという． 
